
行政改革指針策定の考え方 

 

＜策定方針＞ 

・本市の財政運営は比較的良好に推移している。 

・一方で、新たな基盤整備のニーズに対応することが急務となっている。 

・しかしながら、本市においてもいずれは人口減少に転じる時代が訪れる。来

たる人口減少局面に備えて、現在のうちから持続可能な行財政基盤を構築して

いく必要がある。 

 

【策定方針】 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞ 

・策定方針を実現するため、新たな課題を踏まえ、以下の４つの基本方針

にて取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 新たな課題と基本方針 

将来を見据えた柔軟で持続可能な行政運営 

～まちへ出て 市民の目線で行動する市役所～ 

人口減少局面 

時代の変化への対応 

市民協働・市民参加 

サービスの選択と集中 

量から質への転換 

職員の人材育成と意識改革 

公共施設の老朽化対応 

新たな課題 

(1)市民主体のまちづくり 

(2)質の高い行政サービス 

(4)持続可能な財政基盤確立 

(3)行政運営体制の強化 

基本方針 
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